
年間授業計画

高等学校 令和6年度（ １ 学年用）  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

論理をと ら える
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

文章の論理を と ら える
　 動的平衡と し ての生物多様性／自然と
人間の関係を と おし て考える
・ 主張と 根拠、 理由づけの関係を と ら え
る 。
・ 演繹、 帰納に着目し て、 文章の論理を
と ら える 。

定期考査
○

【 知・ 技】
・ 話し 言葉の特徴や役割、 表現の特色をふまえ、 正確さ 、 わかり やすさ 、 適切さ 、
敬意と 親し さ などに配慮し た表現や言葉遣いについて理解し 、 使っている 。

【 思・ 判・ 表】
・ 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 において、 話し 言葉の特徴をふま えて話し たり 、 場の状

況に応じ て資料や機器を効果的に用いたり する など、 相手の理解が得ら れる よ う に
表現を工夫し ている 。
【 主体的態度】

・ 話し 言葉の特徴に関心をも ち、 聞き 手が理解し やすい説明のし かたをし よ う と し
ている 。

伝わる よ う に話す
わかり やすく 書く
・ 話し 言葉の特徴を 知る 。
・ 聞き 手が理解し やすい説明のし か
たを 考え、 過不足なく 伝える 。
・ 相手に正確に伝わる よ う にわかり
やすく 書く 。
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現代の国語

〇 〇

【 知・ 技】 ・ 主張と 論拠など 情報と 情報と の関係を 理解し
ている 。
・ 推論のし かたを 理解し 使っ ている 。
【 思・ 判・ 表】 ・ 「 読むこ と 」 において、 文章の種類を ふ
ま えて、 内容や構成、 論理の展開など について叙述を も と
に的確にと ら え、 要旨や要点を 把握し ている 。
【 主体的態度】 ・ 論理的文章を 読むこ と に興味を も ち、 論
理関係を 意識し て読も う と し ている 。

〇

○

○○

○

○

言葉を 通し て積極的に他者や社会に関わっ たり 、 も のの見方、 感じ 方、 考え方を 深めたり し ながら 、 言葉がも つ価値への認識を 深めよ う と し て
いる と と も に、 読書に親し むこ と で自己を 向上さ せ、 我が国の言語文化の担い手と し ての自覚を も と う と し ている 。

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 思

【 知識及び技能】

5

6

4○

4

合計

35

○

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 実社会に必要な国語の知識や技能を 身に付けている 。

知

明日を ひら く
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

【 学びに向かう 力、 人間性等】

白紙
考える 技術――考えさ せない時代に
抗し て
伝える ・ 伝え合う
・ 言葉やコ ミ ュ ニケ ーショ ンの基礎
を 知り 、 学びに向かう 姿勢を 作る 。
・ 相手や目的に応じ た語句や文体の
使い方を 身につける 。

【 知・ 技】
・ 話し 言葉と 書き 言葉の特徴や役割、 表現の特
色を ふま え、 正確さ 、 わかり やすさ 、 適切さ 、
敬意と 親し さ など に配慮し た表現や言葉遣いに
ついて理解し 、 使っ ている 。
【 思・ 判・ 表】
・ 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 において、 話し 言葉
の特徴を ふま えて、 相手の理解が得ら れる よ う
に表現を 工夫し ている 。
・ 「 書く こ と 」 において、 自分の考えや事柄が
的確に伝わる よ う 、 文体、 語句など の表現のし
かたを 工夫し ている 。
【 主体的態度】
・ 言葉やコ ミ ュ ニケ ーショ ン に対し て興味を も
ち、 「 現代の国語」 の学習に意欲を も っ てい
る 。

○ ○

○

○

実社会に必要な国語の知識や技能を 身に付けている 。 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 、 「 書く こ と 」 、 「 読むこ と 」 の
各領域において、 論理的に考える 力や深く 共感し たり 豊か
に想像し たり する 力を 伸ばし 、 他者と の関わり の中で伝え
合う 力を 高め、 自分の思いや考えを 広げたり 深めたり し て
いる 。

「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 、 「 書く こ と 」 、 「 読むこ と 」 の各領域において、 論理的に考える 力や深く 共感し たり 豊かに想像し た り する 力を 伸ば
し 、 他者と の関わり の中で伝え合う 力を 高め、 自分の思いや考えを 広げたり 深めたり し ている 。

国語 現代の国語 1

国語で適切かつ効果的に表現する 能力を 育成し 、 伝え合う 力を 高める と と も に、 思考力や想像力を 伸ばし 、 言語感覚を 磨き 、 進
んで表現する こ と によ っ て国語の向上や社会生活の充実を 図る 態度を 育てる 。

国語

大修館書店　 現代の国語

国語

３
学
期

○

【 知・ 技】 ・ 実社会において理解し たり 表現し たり する ために必要な語句の量を増

すと と も に、 語句や語彙の構造や特色、 用法及び表記のし かたなどを理解し 、 話や
文章の中で使う こ と を通し て、 語感を磨き 語彙を豊かにし ている 。
【 思・ 判・ 表】 ・ 「 書く こ と 」 において、 自分の考えや事柄が的確に伝わる よ う 、

根拠の示し 方や説明のし かたを考える と と も に、 文章の種類や、 文体、 語句などの
表現のし かたを工夫し ている 。

・ 「 読むこ と 」 において、 文章の種類をふまえて、 内容や構成、 論理の展開などに
ついて叙述をも と に的確にと ら え、 要旨や要点を把握し ている 。
【 主体的態度】 ・ 実用的な文章に興味をも ち、 その意図や表現上の工夫をと ら えた

り 、 わかり やすく 書いたり する 学習に積極的に取り 組も う と し ている 。

【 知・ 技】 ・ 話し 言葉と 書き 言葉の特徴や役割、 表現の特
色を ふま え、 正確さ 、 わかり やすさ 、 適切さ 、 敬意と 親し
さ など に配慮し た表現や言葉遣いについて理解し 、 使っ て
いる 。
【 思・ 判・ 表】 ・ 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 において、 論点
を 共有し 、 考えを 広げたり 深めたり し ながら 、 話合いの目
的、 種類、 状況に応じ て、 表現や進行など 話合いのし かた
や結論の出し 方を 工夫し ている 。
【 主体的態度】 ・ 他者と 積極的に意見交換し 、 発想を 広げ
る よ う と し て いる 。

○ ○

定期考査
○ ○

【 知・ 技】
・ 比喩、 例示、 言い換えなどの修辞や、 直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について
理解し 使っている 。

・ 個別の情報と 一般化さ れた情報と の関係について理解し ている 。
【 思・ 判・ 表】
・ 「 読むこ と 」 において、 文章の種類をふまえて、 内容や構成、 論理の展開などに

ついて叙述をも と に的確にと ら え、 要旨や要点を把握し ている 。
【 主体的態度】
・ 具体と 抽象や対比の関係をと ら える こ と に意欲をも ち、 文章の要点をと ら えよ う

と し ている 。

○

○○

文章の要点を つかむ
　 水の東西／「 動」 への変化
・ 叙述を 的確にと ら える 。
・ 具体と 抽象を 理解し 、 文章の要点
を 的確にま と める 。

２
学
期

的確に伝える ・ 意見を 示す
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

社会への視点①
　 さ ま ざま な規約
・ Q&Aや条例など 、 実用的な文章の特色を
と ら える 。

○

○

○

１
学
期

○

定期考査

意見を 示す
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

発想を 広げる
・ 他者と 意見を 交流し 、 ア イ ディ ア を 出し 合
う 。
・ ア イ ディ ア を 整理し 、 さ ら に発想を 広げ
る 。
意見を 書く
・ 構成や展開を 意識し て文章を 書く 。
・ 根拠を 明確にし て 、 自分の意見を 書く 。

○

要点を つかむ・ 的確に伝える
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。 ○

定期考査

【 思考力、 判断力、 表現力等】

言葉を 通し て積極的に他者や社会に関わっ たり 、 も のの見
方、 感じ 方、 考え方を 深めたり し ながら 、 言葉がも つ価値
への認識を 深めよ う と し ている と と も に、 読書に親し むこ
と で自己を 向上さ せ、 我が国の言語文化の担い手と し ての
自覚を も と う と し ている 。

現代の国語

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する 能力を 育成し 、 伝え合う 力を 高める と と も に、 思考力や想像力を 伸ばし 、 言語感覚を 磨き 、 進
んで表現する こ と によ っ て国語の向上や社会生活の充実を 図る 態度を 育てる 。

態
領域

評価規準

魅力的に伝える
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

定期考査

工夫し て話す
魅力的な紹介文を 書く
・ さ ま ざま な表現の工夫を 知り 、 自ら の
表現に活かす。
・ 読み手が共感でき る よ う に、 表現を 工
夫し て書く 。

【 知・ 技】 ・ 比喩、 例示、 言い換えなど の修辞や、 直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方を 理解し ている 。
【 思・ 判・ 表】 ・ 「 書く こ と 」 において、 自分の考えや事
柄が的確に伝わる よ う 、 根拠の示し 方や説明のし かたを 考
える と と も に、 文章の種類や、 文体、 語句な ど の表現のし
かたを 工夫し ている 。
【 主体的態度】 ・ 紹介文を 書く 活動に興味を も ち、 読み手
が共感でき る よ う に表現を 工夫し ている 。

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和6年度（ 1学年用）  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

小説
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

城の崎にて（ 志賀直哉）
三つの小動物の死と 関連し て心境が語ら
れる 構成を 読み取り 、 作中に示さ れた死
生観について考えを 深める 。

定期考査
○

・ 積極的に説話を読み味わい、 互いに話のおも し ろ さ
を 伝え合おう と し ている 。
・ 時間の経過によ る 言葉の意味の変化を 理解し 、 学習
の見通し を も っ て調べたり 説明し たり し よ う と し てい
る 。
・ 積極的に説話を読み、 叙述に基づいて人物造形のお
も し ろ さ を 捉えよ う と し ている 。
・ 文の構成単位を理解し 、 学習の見通し を も っ て、 文
を 文節や単語に分けよ う と し ている 。

児のそら 寝（ 宇治拾遺物語）
古典の文章に慣れる と と も に、 現代
に通じ る 話のおも し ろ さ や人間描写
の巧みさ を 知る 。
絵仏師良秀（ 宇治拾遺物語）
古典の文章に慣れる と と も に、 古文
における 人物造形のおも し ろさ を 読
み取る 。
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言語文化

〇 〇

・ 作品に表れている 死生観を 捉え、 内容を 解釈
し よ う と し ている 。
・ 『 いのち』 と 粘り 強く 読み比べ、 自分の考え
を 論述し よ う と し ている 。

〇

○

○○

○

○

言葉を 通し て積極的に他者や社会に関わっ たり 、 も のの見方、 感じ 方、 考え方を 深めたり し ながら 、 言葉がも つ価値への認識を 深めよ う と し て
いる と と も に、 読書に親し むこ と で自己を 向上さ せ、 我が国の言語文化の担い手と し ての自覚を も と う と し ている 。

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 思

【 知識及び技能】

10
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3○
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合計

70

○

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 生涯にわたる 社会生活に必要な国語の知識や技能を 身に付けている と と も に、 我が国の言語文化に対する 理解を 深めている 。

知

小説
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

【 学びに向かう 力、 人間性等】

羅生門（ 芥川龍之介）
下人の行動や心理を も と に場面の展
開を 捉え、 老婆の語る 論理が下人の
決断に与えた影響を 読み取る 。

・ 登場人物の行動や心理を 粘り 強く 読み解き 、
内容や展開を 捉えよ う と し ている 。
・ 老婆の語る 論理を 、 叙述を 基に読み解き 、 学
習課題に沿っ て、 下人がど のよ う に判断し た
か、 説明し よ う と し ている 。
・ 典拠と なっ た『 今昔物語集』 の説話と 粘り 強
く 読み比べ、 作者の工夫を ま と めよ う と し てい
る 。

○ ○

○

○

生涯にわたる 社会生活に必要な国語の知識や技能を 身に付
けている と と も に、 我が国の言語文化に対する 理解を 深め
ている 。

「 書く こ と 」 、 「 読むこ と 」 の各領域において、 論理的に
考える 力や深く 共感し たり 豊かに想像し たり する 力を 伸ば
し 、 他者と の関わり の中で伝え合う 力を 高め、 自分の思い
や考えを 広げたり 深めたり し ている 。

「 書く こ と 」 、 「 読むこ と 」 の各領域において、 論理的に考える 力や深く 共感し たり 豊かに想像し たり する 力を 伸ばし 、 他者と の関わり の中で
伝え合う 力を 高め、 自分の思いや考えを 広げたり 深めた り し ている 。

国語 言語文化 2

国語で適切かつ効果的に表現する 能力を 育成し 、 伝え合う 力を 高める と と も に、 思考力や想像力を 伸ばし 、 言語感覚を 磨き 、 進
んで表現する こ と によ っ て国語の向上や社会生活の充実を 図る 態度を 育てる 。

国語

第一学習社　 精選言語文化

国語

３
学
期

○

・ 人の内面に潜む恐怖の正体を 進んで考察し 、 解釈し た こ
と を 説明し よ う と し ている 。
・ 恐怖体験を 語る 小説におけ る 、 暗示や比喩の効果につい
て、 積極的に評価し よ う と し ている 。
・ 短歌の形式や表現を 進んで理解し 、 学習の見通し を も っ
て短歌文芸に親し も う と し て いる 。
・ 作品に表れている 情景や心情を 鑑賞し 、 自分のも のの見
方、 感じ 方を 豊かにし よ う と し ている 。

・ 初期仮名物語に積極的に親し み、 学習課題に沿っ て伝奇
性や心情描写の特色を 捉えよ う と し ている 。
・ 用言の活用について理解し 、 学習の見通し を も っ て活用
形を 調べよ う と し ている 。
・ こ れから の学習に見通し を も っ て、 漢文訓読の基礎知識
を 積極的に身につけよ う と し ている 。
・ 日常的に使う 故事成語や格言の量を 積極的に増やし 、 漢
文が我が国の言語文化と 不可分の関係にあ る こ と を 理解し
よ う と し ている 。

○ ○

定期考査
○ ○

・ 繰り 返し 音読し 、 積極的に詩のリ ズムを 理解
し よ う と し ている 。
・ 象徴的な表現を 読み取り 、 進んで作品世界を
理解し よ う と し ている 。

○

○○

一つのメ ルヘン（ 中原中也）
詩独特の表現技法や構成など を 理解
し 、 作品に託さ れたメ ッ セージを 読
み取る 。

２
学
期

小説、 短歌
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

鏡（ 村上春樹）
恐怖体験の一つと し て語ら れる 、 幽霊で
も 超常現象でも ない、 人の内面に潜む恐
怖と は何かを 読み解く 。
その子二十
わが国の伝統文化の一つである 短歌の鑑
賞のし かたを 理解し 、 近代を 代表する 歌
人の作品を 味わう 。

○

○

○

１
学
期

○

定期考査

古文、 漢文
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

なよ 竹のかぐ や姫（ 竹取物語）
古典特有の世界観に慣れる と と も に、 千
年以上前に作ら れた物語が現代ま で継承
さ れている こ と を 知る 。
漢文入門
わが国の言語文化についての理解を 深め
る ために、 古典と し ての漢文を 読むこ と
の意義を 知る 。

○

詩、 古文
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。 ○

定期考査

【 思考力、 判断力、 表現力等】

言葉を 通し て積極的に他者や社会に関わっ たり 、 も のの見
方、 感じ 方、 考え方を 深めたり し ながら 、 言葉がも つ価値
への認識を 深めよ う と し ている と と も に、 読書に親し むこ
と で自己を 向上さ せ、 我が国の言語文化の担い手と し ての
自覚を も と う と し ている 。

言語文化

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する 能力を 育成し 、 伝え合う 力を 高める と と も に、 思考力や想像力を 伸ばし 、 言語感覚を 磨き 、 進
んで表現する こ と によ っ て国語の向上や社会生活の充実を 図る 態度を 育てる 。

態
領域

評価規準

古文、 漢文
言葉によ る 見方・ 考え方を 働かせ、
言語活動を 通し て、 国語で的確に理
解し 効果的に表現する 資質・ 能力を
育成する こ と を 目指す。

定期考査

古典から 受け継がれる 話の由来を 調べる
（ 課題に応じ て調査する 方法を 学ぶ）
故事成語
漢文の訓読に慣れる と と も に、 現在使わ
れている 言葉が漢文に由来する こ と を 知
る 。

・ 伝統文化に関し て積極的に題材を 集め、 集めた題材のよ
さ や味わいを 吟味し よ う と し ている 。
・ 「 祭り の笛」 を 振り 返り 、 構成や表現に工夫を 凝ら し て
随筆を 書こ う と し ている 。
・ 故事成語の由来と なっ た話を 積極的に読み、 わかっ た 内
容を 工夫し て ま と めよ う と し ている 。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６ 年度（ １ 学年用）  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・ 指導事項
　 ①選択・ 判断の手がかり と なる 考
え 方
　 将来世代に受け渡し たい環境
　 生命倫理を めぐ る 問題
・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

5

【 知識・ 技能】
　 　 先人の取り 組みや知恵など を ふま え、 社会
に参画する 際の選択・ 判断する ための手掛かり
と なる 概念や理論を 理解し ている 。

【 思考・ 判断・ 表現】
選択・ 判断する ための手掛かり と なる 考え方を
活用し 、 環境保護や生命倫理など の問題に関し
て、 諸資料を 適切に読み取り 、 必要な情報を 活
用し て、 人間と し ての在り 方生き 方について多
面的・ 多角的に考察し 、 表現し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 公共的な空間を 作る 人間と し ての在り 方生き
方について、 よ り よ い社会の実現を 視野に現代
の諸課題を 主体的に解決し よ う と し ている 。

・ 指導事項
①人間の尊厳と 平等
②私たちと 政治・ 法の支配と 立憲主
義
③私はど こ ま で自由か
④大日本帝国憲法と 日本国憲法・ 憲
法に生き る 基本的原理
・ 教材
　 　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
　 人権保障のあゆみや世界の政治体制、 日本国
憲法など を 通し て、 公共的な空間における 基本
的原理が、 現代社会でど のよ う な形で生かさ れ
ている か理解し ている 。

【 思考・ 判断・ 表現】
　 具体的な事例を 通し て、 諸資料を 適切に読み
取り 、 必要な情報を 活用し て、 公共的な空間に
おける 基本的原理を 踏ま え、 個人と 社会と の関
係を 多面的、 多角的に考察、 構想し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 公共的な空間における 基本原理について、 よ
り よ い社会の実現を 視野に現代の諸課題を 主体
的に解決し よ う と し ている 。

○ ○

定期考査 ○

公共的な空間における 基本的原理
【 知識及び技能】
　 人権保障のあゆみや世界の政治
体制、 日本国憲法など を 通し て、
公共的な空間における 基本的原理
が、 現代社会でど のよ う な形で生
かさ れている かを 理解さ せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 諸資料を 適切に読み取り 、 必要
な情報を 活用し て、 公共的な空間
における 基本的原理を 踏ま え 、 個
人と 社会と の関係を 多面的、 多角
的に考察、 構想さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 公共的な空間における 基本原理
について、 よ り よ い社会の実現を
視野に現代の諸課題を 主体的に解

○

○

公共

【  知 識　  及 び　 技 能 】

○ ○ ○ 8

配当
時数

１
学
期

社会に生き る 私たち
【 知識及び技能】
　 青年期を 生き る 私たちが何を 考
え行動すればよ いのか、 ま た、 青
年期の課題を 理解さ せる 。 伝統や
文化など にふれ、 自ら の行動様式
や考え方と の関係について理解さ
せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 自分自身が公共的な空間を 作り
出す一員であ る 自覚を 深める と と
も に、 他者と 協働し て社会を 作り
出すこ と の意義について多面的・
多角的に考察し 、 表現さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
 公共的な空間を 作る 私たちについ
て、 よ り よ い社会の実現を 視野に
現代の諸課題を 主体的に解決し よ
う と する 。

・ 指導事項
　 ①社会に生き る 私たち
　 ②個人の尊厳と 自主・ 自律
　 ③多様性と 共通性
・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
　 青年期を 生き る 私たちが何を 考え行動すれば
よ いのか、 ま た、 青年期の課題を 理解し てい
る 。 伝統や文化など にふれ、 自ら の行動様式や
考え方と の関係について理解し ている 。

【 思考・ 判断・ 表現】
　 自分自身が公共的な空間を 作り 出す一員であ
る 自覚を 深める と と も に、 他者と 協働し て社会
を 作り 出すこ と の意義について多面的・ 多角的
に考察し 、 表現し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 公共的な空間を 作る 私たちについて、 よ り よ
い社会の実現を 視野に現代の諸課題を 主体的に
解決し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 8

公共的な空間における 人間と し て
のあ り 方生き 方
【 知識及び技能】
　 先人の取り 組みや知恵など を ふ
ま え、 社会に参画する 際の選択・
判断する ための手掛かり と なる 概
念や理論を 理解さ せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 先人の取り 組みや知恵など を ふ
ま え、 社会に参画する 際の選択・
判断する ための手掛かり と なる 概
念や理論を 理解さ せる 。 　 先人の
取り 組みや知恵など を ふま え 、 社
会に参画する 際の選択・ 判断する
ための手掛かり と なる 概念や理論
を 理解さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 公共的な空間を 作る 人間と し て
の在り 方生き 方について、 よ り よ
い社会の実現を 視野に現代の諸課
題を 主体的に解決し よ う と する 。

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思 態

1

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

選択・ 判断の手掛かり と なる 概念や理論およ び倫理、 政治、 経済などに関わる 現代の諸課題に
ついて理解し ている と と も に、 諸資料から 様々な情報を適切かつ効果的に調べま と めている 。

よ り よ い社会の実現を 視野に、 現代の諸課題を 主体的に
解決し よ う と する 態度を 養う と と も に、 多面的・ 多角的
な考察や深い理解を 通し て涵養さ れる 、 現代社会に生き
る 人間と し て在り 方生き 方についての自覚や、 公共的な
空間に生き 、 国民主権を 担う 公民と し て、 自国を 愛し 、
その平和と 繁栄を 図る こ と や、 各国が相互に主権を 尊重
し 、 各国民が協力し 合う こ と の大切さ についての自覚な
ど を 深める 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】

公民 公共
公民 公共 3

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】
現代の諸課題を 捉え考察し 、 選択・ 判断する ための手掛か
り と なる 概念や理論について理解する と と も に、 諸資料か
ら 、 倫理的主体と し て活動する ために必要と なる 情報を 適
切かつ効果的に調べま と める 技能を 身に付ける よ う にす
る 。

現実社会の諸課題の解決に向けて、 選択・ 判断の手掛かり と
なる 考え方や公共的な空間における 基本的原理を 活用し て、
事実を 基に多面的・ 多角的に考察し 公正に判断する 力や、 合
意形成や社会参画を 視野に入れながら 構想し たこ と を 議論す
る 力を 養う 。

高等学校　 新公共（ 第一学習社）

公民

現代の諸課題について、 事実を基に概念などを活用し て多面的・ 多角的に考察し たり 、 解決に
向けて公正に判断し たり 、 合意形成や社会参画を視野に入れながら 構想し たこ と を議論し ている 。

国家及び社会の形成者と し て、 よ り よ い社会の実現を視野に、 現代の諸課題を主体的に解決し よ う
と し ている 。



○ ○ 1

〇 12

【 知識・ 技能】
経済の基本的なし く みや労働者を 守り ための法
や権利、 日本経済のあゆみと 情報化の進展につ
いて理解し ている 。
　
【 思考・ 判断・ 表現】
少子高齢化やグロ ーバル化が進む現代社会にお
ける 将来の働き 方や現在の労働問題について考
察し 、 課題と 解決策を 考え、 表現し ている 。
　
【 主体的に学習に取り 組む態度】
現実社会の諸課題について、 特に経済分野につ
いてよ り よ い社会の実現を 視野に、 現代の諸課
題を 主体的に解決し よ う と し ている 。

〇 〇

経済的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
市場経済のし く みと 市場の失敗、
景気変動、 金融市場の役割と 意
義、 財政や社会保障のし く みや課
題を 理解さ せる 。

【 思考力、 判断力、 表現力等】

・ 指導事項
主題10　 市場経済の機能と 限界
①市場経済と 経済運営
②市場のし く み
③経済発展と 環境保全
④国民所得と 私たちの生活
⑤経済成長と 国民の福祉

【 知識・ 技能】
市場経済のし く みと 市場の失敗、 景気変動、 金
融市場の役割と 意義、 財政や社会保障のし く み
や課題を 理解し ている 。
　
【 思考・ 判断・ 表現】
市場の失敗の具体的な事例を ふま え、 その対応
策を 検討し 、 表現さ せる 。

２
学
期

政治的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
選挙の意義や課題、 国民と 国会・
内閣の関係、 地域社会へのかかわ
り について理解さ せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
選挙の課題や自治体が抱え る 課題
について、 適切に情報を 収集し 、
課題の解決の在り 方について考
察、 構想さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
民主主治を 推進する ために果たす
べき 責任を 考え、 よ り よ い社会の
実現を 視野に、 現代の諸課題を 主
体的に解決する 必要性に気づかせ
る 。

・ 指導事項
主題４ 　 政治参加と 公正な世論形成
①私たちと 選挙
②選挙の現状と 課題
③世論の形成と 政治参加
④国会と 立法
⑤内閣と 行政
⑥地方自治と 住民福祉

・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
選挙の意義や課題、 国民と 国会・ 内閣の関係、
地域社会へのかかわり について理解し ている 。
　
【 思考・ 判断・ 表現】
　 選挙の課題や自治体が抱える 課題について、
適切に情報を 収集し 、 課題の解決の在り 方につ
いて考察、 構想さ せる 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 民主主治を 推進する ために果たすべき 責任を
考え、 よ り よ い社会の実現を 視野に、 現代の諸
課題を 主体的に解決する 必要性に気づかせる 。

〇 〇

定期考査

〇 8

政治的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
国際社会の成り 立ちや領土問題、
日本の平和主義と 安全保障の変
容、 今日の国際社会の特徴と 地位
紛争の背景を 理解さ せる 。

　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
国際平和の実現に向け、 軍縮のた
めに国際社会や私たちには何が必
要か、 ま た、 国際社会における 日
本の役割について考え、 適切に表
現さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 現実社会の諸課題について、 特
に国際平和や日本の安全保障の問
題について、 よ り よ い社会の実現
を 視野に、 現代の諸課題を 主体的
に解決する 必要性に気付かせる 。

・ 指導事項
主題５ 　 国際社会と 国家主権
①国家と 国際法
②国境と 領土問題
③国際連合の役割と 課題

主題６ 　 日本の安全保障と 防衛
①平和主義と 安全保障
②日本の安全保障の変容
③核兵器の廃絶と 国際平和

主題７ 　 国際社会の変化と 日本の役
割
①今日の国際社会
②人種・ 民族問題と 地域紛争
③国際社会における 日本の役割

・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
国際社会の成り 立ちや領土問題、 日本の平和主
義と 安全保障の変容、 今日の国際社会の特徴と
地位紛争の背景を 理解し ている 。
　
【 思考・ 判断・ 表現】
　 国際平和の実現に向け、 軍縮のために国際社
会や私たちには何が必要か、 ま た、 国際社会に
おける 日本の役割について考え、 適切に表現し
ている 。
　
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 現実社会の諸課題について、 特に国際平和や
日本の安全保障の問題について、 よ り よ い社会
の実現を 視野に、 現代の諸課題を 主体的に解決
する 必要性に気付いている 。

　

〇 〇 〇 11

視野に現代の諸課題を 主体的に解
決し よ う と する 。

・ 指導事項
主題１ 　 法や規範の意義と 役割
①私たちと 法
②法と 基本的人権
③自由に生き る 権利と 法・ 規範
④平等に生き る 権利と 法・ 規範
⑤安全で豊かに生き る 権利と 法・ 規
範
⑥法を よ り よ いも のにする ための権
利
主題２ 　 契約と 消費者の権利・ 責任
①さ ま ざ ま な契約と 法
②消費者の権利と 責任
主題３ 　 司法参加の意義
①司法権の独立
②国民の司法参加

・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

法的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
　 法や規範の意義や作る 際の配慮すべき こ と 、
日本国憲法の権利と 現実の課題、 契約や消費者
の権利と 責任、 紛争を 法にも と づいて公正に解
決する し く みについて理解し ている 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 身の回り の偏見・ 差別や消費者の権利・ 義務
など に関する 問題について、 具体的事例を 通し
て、 多様な多面的・ 多角的に考察し 、 その解決
策を 検討し 、 表現し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 現実社会の諸課題について、 特に法的な分野
の内容に関係する 、 よ り よ い社会の実現を 視野
に、 現代の諸課題を 主体的に解決し よ う と し て
いる 。

○ ○ ○

法的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
　 法や規範の意義や作る 際の配慮
すべき こ と 、 日本国憲法の権利と
現実の課題、 契約や消費者の権利
と 責任、 紛争を 法にも と づいて公
正に解決する し く みについて理解
さ せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 身の回り の偏見・ 差別や消費者
の権利・ 義務など に関する 問題に
ついて、 具体的事例を 通し て、 多
様な多面的・ 多角的に考察し 、 そ
の解決策を 検討し 、 表現さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 現実社会の諸課題について、 特
に法的な分野の内容に関係する 、
よ り よ い社会の実現を 視野に、 現
代の諸課題を 主体的に解決し よ う
と する 。

12

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

経済的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
経済の基本的なし く みや労働者を
守り ための法や権利、 日本経済の
あゆみと 情報化の進展について理
解さ せる 。
　
【 思考力、 判断力、 表現力等】
少子高齢化やグロ ーバル化が進む
現代社会における 将来の働き 方や
現在の労働問題について考察し 、
課題と 解決策を 考え 、 表現さ せ
る 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 現実社会の諸課題について、 特
に経済分野についてよ り よ い社会
の実現を 視野に、 現代の諸課題を
主体的に解決し よ う と する 。

・ 指導事項
主題８ 　 雇用と 労働問題
①私たちと 経済
②労働者と 権利
③労働環境と 課題

主題９ 　 社会の変化と 職業観
①日本経済のこ れま でと こ れから
②技術革新の進展
③現代の企業
④中小企業の現状と 役割
⑤日本の農林水産業

・ 教材
   教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等



合計

105

〇 16

・ 教材
　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
自由貿易を 進める ための国際機関の機能と 役割
や経済のグ ロ ーバル化が日本経済に与える 影
響、 地域経済統合のメ リ ッ ト と デメ リ ッ ト につ
いて理解する 。

【 思考・ 判断・ 表現】
　 地域的経済統合のメ リ ッ ト 、 デメ リ ッ ト から
日本の貿易政策がど う ある べき かを 検討し 、 適
切に表現し ている 。
発展途上国の経済成長のために国際社会や日本
がすべき こ と を 考え、 表現し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 現実社会の諸課題について、 特に地球環境問
題や資源・ エネルギー問題について、 よ り よ い
社会の実現を 視野に、 現代の諸課題を 主体的に
解決し よ う と し ている 。

〇 〇 〇 11

1

３
学
期

【 思考力、 判断力、 表現力等】
市場の失敗の具体的な事例を ふま
え、 その対応策を 検討し 、 表現さ
せる 。
日本の財政の課題について考え、
少子高齢化が進む中で持続可能な
も のにする ためにど う すべき かを
検討し 、 構想さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
現実社会の諸課題について、 特に
経済分野についてよ り よ い社会の
実現を 視野に、 現代の諸課題を 主
体的に解決し よ う と する 。

主題11　 金融のはたら き
①金融の意義と 役割
②金融のいま

主題12　 財政の役割と 社会保障
①財政のし く みと 租税
②日本の財政の課題
③社会保障と 国民福祉
④こ れから の社会保障

・ 教材
   教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

策を 検討し 、 表現さ せる 。
日本の財政の課題について考え、 少子高齢化が
進む中で持続可能なも のにする ためにど う すべ
き かを 検討し 、 構想し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
現実社会の諸課題について、 特に経済分野につ
いてよ り よ い社会の実現を 視野に、 現代の諸課
題を 主体的に解決し よ う と し ている 。

〇 〇

持続可能な社会づく り の主体と な
る 私たち
【 知識及び技能】
持続可能な社会づく り に向けて、
地球温暖化や資源・ エネルギー問
題、 生命倫理、 情報、 国際社会の
課題など の諸課題について、 教科
書記載の資料およ びそのほかの資
料から 、 必要な情報を 効果的に調
べま と めている 。

【 思考力、 判断力、 表現力等】
持続可能な社会づく り に向けて、
課題を 見いだし ， その課題の解決
に向けて事実を 基に協働し て考
察， 構想し ， 妥当性や効果， 実現
可能性など を 指標にし て， 論拠を
基に自分の考えを 説明， 論述さ せ
る 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 持続可能な社会の形成に関する
関心を 高め， それを 意欲的に追究
し ， 現代に生き る 人間と し ての在
り 方生き 方について考察し よ う と
する 。

・ 指導事項
①排出権取引を 考える
～地球環境問題
②ベス ト ミ ッ ク ス を 考える
～資源・ エネルギー問題
③ゲノ ム 編集を 考える
～生命倫理
④イ ン タ ーネッ ト によ る 投票を 考え
る
～情報
⑤フ ェ ア ト レ ード を 考える
～国際社会の課題

・ 教材
　 　 教科書、 プリ ン ト 、 ワ ーク シート

・ 一人１ 台端末の活用　 等

【 知識・ 技能】
教科書記載の資料およ びそのほかの資料から 、
必要な情報を 効果的に調べま と めている 。
　
【 思考・ 判断・ 表現】
持続可能な社会づく り に向けて、 課題を 見いだ
し ， その課題の解決に向けて事実を 基に協働し
て考察， 構想し ， 妥当性や効果， 実現可能性な
ど を 指標にし て， 論拠を 基に自分の考えを 説
明， 論述さ せる 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
持続可能な社会の形成に関する 関心を 高め， そ
れを 意欲的に追究し ， 現代に生き る 人間と し て
の在り 方生き 方について考察し ている 。

〇 〇 〇 9

経済的な主体と なる 私たち
【 知識及び技能】
自由貿易を 進める ための国際機関
の機能と 役割や経済のグロ ーバル
化が日本経済に与え る 影響、 地域
経済統合のメ リ ッ ト と デメ リ ッ ト
について理解さ せる 。

【 思考力、 判断力、 表現力等】
地域的経済統合のメ リ ッ ト 、 デメ
リ ッ ト から 日本の貿易政策がど う
ある べき かを 検討し 、 適切に表現
さ せる 。
発展途上国の経済成長のために国
際社会や日本がすべき こ と を 考
え、 表現さ せる 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】
現実社会の諸課題について、 特に
地球環境問題や資源・ エネルギー
問題について、 よ り よ い社会の実
現を 視野に、 現代の諸課題を 主体
的に解決し よ う と する 。

定期考査 ○ ○



年間授業計画　新様式

 科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 Ｈ 組～ Ｅ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

70

○

高等学校 令和６ 年度（ １ 学年用）  教科 数学

１
学
期

２
学
期

３
学
期

定期考査
○

・ 指導事項
　 授業内容の前回確認と 応用
・ 教材
　 教科書・ 教科書傍用問題集
（ ワ ーク ）

・ タ ブレ ッ ト 等の活用

【 知識・ 技能】
　 計算の方法
【 思考・ 判断・ 表現】
　 計算結果の正確性
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ワ ーク 等を 確実に提出

○

数学Ⅰ

思

1

○ ○ 1

２ 次方程式・ ２ 次不等式
【 知識及び技能】
　 ２ 次方程式・ ２ 次不等式が計算
でき る 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 計算の結果を も と にいろ いろ な
見方ができ る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 反復力と 正確な伝達力

・ 指導事項
　 授業内容の前回確認と 応用
・ 教材
　 教科書・ 教科書傍用問題集
（ ワ ーク ）

・ タ ブレ ッ ト 等の活用

【 知識・ 技能】
　 計算の方法
【 思考・ 判断・ 表現】
　 計算結果の正確性
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ワ ーク 等を 確実に提出

○ ○ ○ 13

○

1

２ 次関数と そのグラ フ
【 知識及び技能】
　 ２ 次関数の式を 変形し 、 グ ラ フ
を 描く こ と ができ る 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 グ ラ フ を も と にいろ いろ な見方
ができ る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 反復力と 正確な伝達力

・ 指導事項
　 授業内容の前回確認と 応用
・ 教材
　 教科書・ 教科書傍用問題集
（ ワ ーク ）

・ タ ブレ ッ ト 等の活用

【 知識・ 技能】
　 計算の方法
【 思考・ 判断・ 表現】
　 計算結果の正確性
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ワ ーク 等を 確実に提出

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査
○ ○

式の計算・ 実数
【 知識及び技能】
　 展開や因数分解が計算でき る 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 計算の結果を も と にいろ いろ な
見方ができ る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 反復力と 正確な伝達力

・ 指導事項
　 授業内容の前回確認と 応用
・ 教材
　 教科書・ 教科書傍用問題集
（ ワ ーク ）

・ タ ブレ ッ ト 等の活用

【 知識・ 技能】
　 計算の方法
【 思考・ 判断・ 表現】
　 計算結果の正確性
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ワ ーク 等を 確実に提出 ○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 態
配当
時数

13

1

○

13

定期考査
○ 1

一次不等式
【 知識及び技能】
　 一次不等式が計算でき る 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 計算の結果を も と にいろ いろ な
見方ができ る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 反復力と 正確な伝達力

○○

定期考査
○ ○

○

２ 次関数と そのグラ フ
【 知識及び技能】
　 ２ 次関数の式を 変形し 、 グ ラ フ
を 描く こ と ができ る 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
　 グ ラ フ を も と にいろ いろ な見方
ができ る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
　 反復力と 正確な伝達力

・ 指導事項
　 授業内容の前回確認と 応用
・ 教材
　 教科書・ 教科書傍用問題集
（ ワ ーク ）

・ タ ブレ ッ ト 等の活用

【 知識・ 技能】
　 計算の方法
【 思考・ 判断・ 表現】
　 計算結果の正確性
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ワ ーク 等を 確実に提出 ○

数学 数学Ⅰ 2

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】

①基礎的な計算力を身に着け、 グラ フの考察に
対応でき る 。
②二次関数のグラ フを求める 方法を理解し てい
る 。
③二次関数のグラ フを用いて具体的な事象に対
し て応用する こ と ができ る 。

①計算式やグラ フを用いて表現する と と も に、
定理や公式と し て導く こ と ができ る 。
②日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、 問題を解決し たり 、 解決の過程を振り 返っ
て事象の数学的な特徴や他の事象と の関係を考
察し たり する こ と ができ る 。

Ｓ ｔ ａ ｎ ｄ ａ ｒ ｄ 　 数学Ⅰ　 東京書籍

数学

計算式やグラ フを活用し て事象を論理的に考察する 力、 事象の本質や他の事象と の関係を認識し 統合的・
発展的に考察する 力、 計算式やグラ フを表現を用いて事象を簡潔・ 明瞭・ 的確に表現する 力を身に付け
る 。

数学のよ さ を認識し 積極的に数学を活用し よ う と する 態度、 粘り 強く 考え数学的論拠に基づいて判断し よ
う と する 態度、 問題解決の過程を振り 返って評価・ 改善し よ う と する 態度を身に付ける 。

数学Ⅰ

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】
基本的な概念や原理・ 法則を体系的に理解する と と も に、 計算式やグラ フを用いて事象を数学化し たり 、
数学的に解釈し たり 、 数学的に表現・ 処理し たり する 技能を身に付ける 。

①二次関数やそれに関わる 定理・ 公式のよ さ を
認識し 、 事象の考察や問題の解決に活用し よ う
と し ている 。
②二次関数やそれに関わる 定理や公式を導く こ
と やそれら を活用し た問題解決において、 粘り
強く 考え、 その過程を振り 返って考察を深めた
り 評価・ 改善し たり し よ う と し ている 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（ １ 学年用） 教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

理科 科学と 人間生活

理科 科学と 人間生活 1

科学と 人間生活

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

自然や科学技術と 人間生活と の関わり につい
て， 自ら の課題研究を基に認識を深めている

既習の内容や生活経験を想起し ， 自然や科学技
術と 人間生活と の関わり について課題を設定す
る と と も に， 仮説や調べる 計画を立て， 表現し
ている 。

自ら 設定し た課題について， 得ら れた結果を基
に， 科学的に考察し て結論を導き ， 表現し てい
る 。

観察・ 実験や資料調査， 結果を基にし た考察に
進んで取り 組み， 自ら 設定し た課題について粘
り 強く 解決し よ う と し ている 。

課題研究に関心をも ち， 友達と 対話し ながら ，
進んで課題を設定し ， どのよ う に調べれば課題
を解決する こ と ができ る かを考えて計画を立
て， 表現し よ う と し ている 。

科学と 人間生活

理科

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】
自然と 人間生活と の関わり 及び科学技術と 人間生活と の関わり についての理解を深め， 科学的に探究する
ために必要な観察， 実験などに関する 技能を身に付ける 。

観察， 実験などを行い， 人間生活と 関連付けて科学的に探究する 力を養う 。

自然の事物・ 現象に進んで関わり ， 科学的に探究し よ う と する 態度を養う と と も に， 科学に対する 興味・
関心を高める 。

態
配当
時数

１
学
期

・ 周期表を覚え活用でき る よ う に
なる 。
・ 金属の結合様式から 生じ る 性質
を説明でき る 。

材料と その利用
元素と 周期表/原子/原子の電子配
置/リ サイ ク ルと は何か/金属の性
質

単元テス ト 　 報告書　 行動観察

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

異なる 金属の性質を 利用し て金属
を 区別でき る 。 実験のま と めを す
る こ と ができ る 。

材料と その利用　 　 異なる 金属の
区別

単元テス ト 　 報告書　 行動観察

○ ○ ○

8

・ SDG’ sの観点から 金属の再利用
を 考える 。
・ 調べたこ と を 報告書と し てま と
め、 発表する こ と ができ る 。

材料と その利用
金属の再生利用/イ オンの形成/イ
オン結合/イ オン結晶

単元テス ト 　 報告書　 　 行動観察　 発表

○ ○ ○ 7

・ 地球上に存在する 物質は混合物
で存在する こ と を 知る 。
・ 金属の鉱物から 金属の単体を 得
る 方法や長所や短所を 知る 。
・ 実験の結果や考察を 報告書と し
てま と める こ と ができ る 。

材料と その利用
混合物と 純物質/混合物の分離/金
属の製錬と 人間生活/銅の酸化物
から 銅を取り だそう

単元テス ト 　 報告書　 行動観察

○ ○ ○

1

２
学
期

・ 共有結合の結合様式から 生じ る
分子の性質を 説明でき る 。
・ SDG’ sの観点から プラ ス チッ ク
の再利用を 考える 。
・ 調べたこ と を 報告書と し てま と
め、 発表する こ と ができ る

衣料と 食品
共有結合/分子から なる 物質/分子
の極性/高分子化合物/プラ ス チッ
ク の性質と 分類/プラ ス チッ ク は
どのよ う につく る か/プラ ス チッ
ク の再利用

単元テス ト 　 報告書　 　 行動観察

繊維の特徴から 分類ができ る
実験の結果を ま と める こ と ができ
る

定期考査
○ ○

３

光の性質を 知る 　 　 電磁波の日常
的利用について穂酷暑にま と める
こ と ができ る

単元テス ト 　 報告書　 　 行動観察

衣料と 食品
共有結合/分子から なる 物質/分子
の極性/高分子化合物/プラ ス チッ
ク の性質と 分類/プラ ス チッ ク はど
のよ う につく る か/プラ ス チッ ク の
再利用

単元テス ト 　 報告書　 　 行動観察

光の性質と その利用　 　 光と し て
の性質　 ス ペク ト ル　 三原色　 電
磁波



３
学
期

35

・ 光の性質を 知る 。
・ 様々なエネルギーがど のよ う に
で利用さ れ、 変換さ れていく か調
べ、 報告書にま と め、 発表する こ
と ができ る 。

熱の性質と その利用
原子や分子の熱運動
熱容量と 比熱
熱の伝わり 方
エネルギーの有効利用

単元テス ト 　 報告書　 　 行動観察

合計



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（ １ 学年用）  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位 第二分野２ 単位中１ 単位）

対象学年組： 第 1 学年 Ｈ 組～ Ｅ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

35

１
学
期

２
学
期

３
学
期

定期考査
○ ○

・ 実験・ 観察を 通し 、 広く 科学に
つて広く 学ぶ。 ○ ○

○

1

○ ○ 1

・ 自然や科学技術と 人間生活と の
関わり について， 調べる 課題を 設
定する 。
・ 設定し た課題を 基に， 仮説や調
べる 計画を 立てる 。

４ 編　 宇宙や地球の科学
１ 章　 太陽と 地球
１ 　 太陽と 月がも たら すリ ズム
２ 章　 自然景観と 自然災害）
１ 　 身近な自然景観の成り 立ち

発言分析・ 記述分析・ 行動観察

○ ○ ○ 5

2

・ 周囲の明る さ と 瞳孔の大き さ の
変化と の関係について理解する 。
・ １ 日を 周期と し た生活リ ズム に
ついて考え， 体内時計と 眼と の関
係について理解する 。

１ 編　 生命の科学
２ 章　 ヒ ト の生命現象
１ 　 ヒ ト の視覚と 光によ る 影響

発言分析・ 記述分析・ 行動観察

○ ○ ○ 6

定期考査 定期考査

・ カ ビ は微生物であ る こ と を 知
り ， 微生物と はど のよ う な生物か
に問題を 見いだす。
・ 身のま わり にさ ま ざま な微生物
が存在する こ と を 知る 。
・ 食品中， 水中， 空気中の微生物
を 観察し ， それぞれの細胞の大き
さ や形について考察する 。

１ 編　 生命の科学
１ 章　 微生物と その利用
１ 　 さ ま ざま な微生物

発言分析・ 記述分析・ 行動観察

○ ○

３ 編　 生命の科学
２ 章　 ヒ ト の生命現象
１ 　 ヒ ト の視覚と 光によ る 影

発言分析・ 記述分析・ 行動観察

○ ○

定期考査 定期考査 〇 〇

自然と 人間生活と の関わり 及び科学技術と 人間生活と の関わり についての理解を深め， 科学的に探究する
ために必要な観察， 実験などに関する 技能を身に付ける 。

観察・ 実験や資料調査， 結果を基にし た考察に
進んで取り 組み， 自ら 設定し た課題について粘
り 強く 解決し よ う と し ている 。

課題研究に関心をも ち， 友達と 対話し ながら ，
進んで課題を設定し ， どのよ う に調べれば課題
を解決する こ と ができ る かを考えて計画を立
て， 表現し よ う と し ている 。

【 学びに向かう 力、 人間性等】

理科 科学と 人間生活

5

1

○

6

・ 実験・ 観察を 通し 、 広く 科学に
つて広く 学ぶ。 ○ 2

・ 周囲の明る さ と 瞳孔の大き さ の
変化と の関係について理解する 。
・ １ 日を 周期と し た生活リ ズム に
ついて考え， 体内時計と 眼と の関
係について理解する 。

○

配当
時数

・ ヒ ト の眼の構造を 理解する 。
・ 盲班の測定を 通じ て、 盲班の確
認を し 、 光の刺激の需要と 脳での
視覚の獲得について理解する 。 。
・ 近く を 見る と き と 遠く を 見る と
き の調節の仕組みを 理解する 。
・ ２ 種類の視細胞のはたら き を 理
解する 。

３ 編　 生命の科学
１ 章　 ヒ ト の生命現象
１ 　 ヒ ト の視覚と 光によ る 影響

発言分析・ 記述分析・ 行動観察

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思 態

理科 科学と 人間生活 2

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】

自然や科学技術と 人間生活と の関わり につい
て， 自ら の課題研究を基に認識を深めている 。

既習の内容や生活経験を想起し ， 自然や科学技
術と 人間生活と の関わり について課題を設定す
る と と も に， 仮説や調べる 計画を立て， 表現し
ている 。

自ら 設定し た課題について， 得ら れた結果を基
に， 科学的に考察し て結論を導き ， 表現し てい
る 。

科学と 人間生活　 実教出版

理科

観察， 実験などを行い， 人間生活と 関連付けて科学的に探究する 力を養う 。

自然の事物・ 現象に進んで関わり ， 科学的に探究し よ う と する 態度を養う と と も に， 科学に対する 興味・
関心を高める 。

科学と 人間生活

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】



年間授業計画　新様式

教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

単元の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

保健体育 体育 2

Ｈ 組： Ａ 組： Ｂ 組： Ｅ 組：

定期考査

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思 態

A 体つく り 運動
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ 柔軟体操
・ 基礎体力作り 　 　 （ 短距離走、
ボール投げ、 中距離走）
・ 農芸体操（ 体操の体得）

【 知識・ 技能】
　 運動を継続する 意義、 体の構造、 運動の原則などについて理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
自己の狙いに応じ た運動にを計画を立案し たり 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 〇 〇 6

Ｅ 　 体育理論
【 知識及び技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解さ せる 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見
し 、 よ り よ い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えさ せ
る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主
的に取り 組ま せる 。

・ 講義
・ レポート 作成

【 知識・ 技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見し 、 よ り よ
い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主的に取り
組も う と し ている 。

〇

【 知識・ 技能】
　 手と 足の動き 、 呼吸のバラ ンス を保ち、 伸びのある 動作で泳ぐ こ と ができ
る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫し 、 他者に
伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 〇 〇 5

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】

なし

保健体育

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】

運動の合理的、 計画的な実践を 通し て、 運動の楽し さ や喜びを 深く 味わい、 生涯
にわたっ て運動を 豊かに継続する こ と ができ る よ う にする ため、 運動の多様性や
体力の必要性について理解し ている と と も に、 それら の技能を 身につける よ う に
する 。

生涯にわたっ て運動を 豊かに継続する ための課題を 発見し 、 合
理的、 計画的な解決に向けて思考し 判断する と と も に、 自己や
仲間の考えたこ と を 他者に伝える 力を 養う 。

運動における 競争や協働の経験を 通し て、 公正に取り 組む、
互いに協力する 、 自己の責任を 果たす、 参画する 、 一人一人
の違いを 大切にし よ う と する と と も に、 健康・ 安全を 確保し
て、 生涯にわたっ て継続し て運動に親し む態度を 養う 。

体育の見方・ 考え方を 働かせ、 課題を 発見し 、 合理的、 計画的な解決に向けた学習過程を 通し て、 心と 体を 一体と し てと ら え、 生
涯にわたっ て心身の健康を 保持増進し 、 豊かなス ポーツ ラ イ フ を 継続する と と も に、 事故の状況に応じ て体力の向上を 図る ための
資質・ 能力を 育成する こ と を 目指す。

各種の運動の特性に応じ た技能など 、 及び社会生活における 健康・ 安全について理解する と と も に、 技能を 身につける よ う にする 。

運動や健康についての自他や社会の課題を 発見し 、 合理的、 計画的な解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝える 力を 養う

生涯にわたっ て継続し て運動に親し むと と に健康の保持増進と 体力の向上を 目指し 、 明る く 豊かで活力ある 生活を 営む態度を 養う 。

１
学

期

【 学びに向かう 力、 人間性等】

6

Ｂ 　 柔道
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ 柔道（ 受け身の習得） 【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 〇 〇

Ｃ 　 卓球
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。

・ 卓球（ 技能の習得と 試合） 【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 〇 〇 6

D　 水泳
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ 水泳（ ク ロ ール・ 平泳ぎの技術習
得と タ イ ム測定）

〇 〇 2



３

学
期

定期考査

Ａ 陸上
【 知識及び技能】
　 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり あう こ と ができ る
よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
動き などの自己や仲間の課題を発見し 、 合理的な課題解決に向けて取
り 組むこ と ができ る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 ルールやマナーを大切にし 、 互いに高めあ
う こ と ができ る よ う にする

・ 持久走（ ワ ーク シート 作り 、 記録
測定）

【 知識・ 技能】
自己の体力に適し たペース を維持し て走る こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
動き などの自己や仲間の課題を発見し 、 合理的な課題解決に向けて取り 組み、
他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
ルールやマナーを大切にし 、 互いに高めあう こ と ができ 、 運動に主体的に取り
組も う と し た。

Ｂ 　 柔道
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ 柔道（ 受け身・ 固め技の習得） 【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

Ｄ 　 ソ フト ボール
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的・ 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ ソ フト ボール（ 技能の習得と 試
合）

【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

【 知識・ 技能】
技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 8

合計

〇 〇 2

70

〇 〇

Ａ 　 水泳
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

水泳（ ク ロ ール・ 平泳ぎの技術習
得）
水泳（ ク ロ ール・ 平泳ぎのタ イ ム測
定）

3

6

〇 〇 〇 8

【 知識・ 技能】
　 手と 足の動き 、 呼吸のバラ ンス を保ち、 伸びのある 動作で泳ぐ こ と ができ
る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫し 、 他者に
伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

Ｆ 　 体育理論
【 知識及び技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解さ せる 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見
し 、 よ り よ い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えさ せ
る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主
的に取り 組ま せる 。

・ 講義
・ レポート 作成

【 知識・ 技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見し 、 よ り よ
い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主的に取り
組も う と し ている 。

〇 〇 〇

6

2

〇 〇 〇 6

Ｃ 　 ダンス
【 知識及び技能】
　 技術の名称や行い方、 ダンス の名称や用語、 文化的背景と 表現の仕
方、 体力の高め方について理解し さ せる 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的、 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ 基礎運動
・ リ ズム体操
・ ダンス の創作
・ 発表

【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 ダンス の名称や用語、 文化的背景と 表現の仕方、 体力
の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫し 他者に伝
えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇

２
学

期

〇 〇 〇

Ｅ 　 バド ミ ント ン
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的・ 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ バド ミ ント ン（ 技能の習得と 試
合）

【 知識・ 技能】
　 技術の名称や行い方、 体力の高め方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
攻防などの自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組みを工夫
し 、 他者に伝えよ う と し た。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
互いに教えあう など 、 運動に主体的に取り 組も う と し た。

〇 〇 〇

〇 〇

定期考査

Ｃ 　 体育理論
【 知識及び技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解さ せる 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見
し 、 よ り よ い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えさ せ
る 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主
的に取り 組ま せる 。

・ 講義
・ レポート 作成

【 知識・ 技能】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展について課題を発見し 、 よ り よ
い解決に向けて思考し 判断する と と も に、 他者に伝えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
ス ポーツの文化的特性や現代のス ポーツの発展についての学習に自主的に取り
組も う と し ている 。

〇

〇 〇 〇 4

Ｂ 　 バス ケッ ト ボール・ サッ カー
【 知識及び技能】
　 基礎運動を行い、 自己の体力や生活に応じ て仲間と 主体的に関わり
あう こ と ができ る よ う にする 。
【 思考力、 判断力、 表現力等】
それぞれの運動の合理的・ 計画的な課題解決に向けて取り 組むこ と が
でき る よ う にする 。
【 学びに向かう 力、 人間性等】
運動に主体的に取り 組み、 互いに高めあう こ と ができ る よ う にする

・ バス ケッ ト ボール（ 技能の習得と
試合）
・ サッ カー（ 技能の習得と 試合）



年間授業計画　新様式

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ｈ 組～ Ｅ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

単元の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めているとともに、技能を身につける
ようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通
して、心と体を一体としてとらえ、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ
フを継続するための資質・能力を次の通り育成することを目指す。

各種の運動の特性に応じた技能など、及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につ
けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者
に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむととに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇 〇 3

態指導項目・内容 評価規準 知 思
配当
時数

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
国民の健康課題について、我が国
の死亡率、受療率、平均寿命、健
康寿命など各種の指標や疾病構造
の変化を通して理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
個人の行動選択やそれを支える社
会環境づくりなどが大切であると
いうヘルスプロモーションの考え
方に基づいて現大社会の様々な健
康課題について理解し、その解決
に向けて思考・判断・表現できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の様々な健康課題に関し
て理解させるとともに、その解決
に向けた学習活動に、主体的に取
り組ませる。

【知識・技能】
　国民の健康課題について、我が国の死亡
率、受療率、平均寿命、健康寿命など各種の
指標や疾病構造の変化を通して理解したこと
を言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
個人の行動選択やそれを支える社会環境づく
りなどが大切であるというヘルスプロモー
ションの考え方に基づいて現大社会の様々な
健康課題について理解し、その解決に向けて
思考・判断・表現できるようにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会の様々な健康課題に関して理解させ
るとともに、その解決に向けた学習活動に、
主体的に取り組もうとしている。

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

定期考査

・現代の感染症とその予防

・生活習慣病などの予防と回復

単元の具体的な指導目標

3

1

〇 〇

4

5

〇

6

〇 〇 〇 5

・精神疾患の予防と回復

・喫煙・飲酒・薬物乱用と健康

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
国民の健康課題について、我が国
の死亡率、受療率、平均寿命、健
康寿命など各種の指標や疾病構造
の変化を通して理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
個人の行動選択やそれを支える社
会環境づくりなどが大切であると
いうヘルスプロモーションの考え
方に基づいて現大社会の様々な健
康課題について理解し、その解決
に向けて思考・判断・表現できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の様々な健康課題に関し
て理解させるとともに、その解決
に向けた学習活動に、主体的に取
り組ませる。

【知識・技能】
　国民の健康課題について、我が国の死亡
率、受療率、平均寿命、健康寿命など各種の
指標や疾病構造の変化を通して理解したこと
を言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
個人の行動選択やそれを支える社会環境づく
りなどが大切であるというヘルスプロモー
ションの考え方に基づいて現大社会の様々な
健康課題について理解し、その解決に向けて
思考・判断・表現できるようにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会の様々な健康課題に関して理解させ
るとともに、その解決に向けた学習活動に、
主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 1

１
学
期

２
学
期

〇 〇 〇

〇

・健康の考え方

・生活習慣病などの予防と回復

定期考査

保健体育 保健 1
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〇 〇 〇 7３
学
期

【知識及び技能】
国民の健康課題について、各種の
指標や疾病構造の変化を通して理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
現大社会の様々な健康課題につい
て理解し、その解決に向けて思
考・判断・表現できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の様々な健康課題に関し
て理解させるとともに、その解決
に向けた学習活動に、主体的に取
り組ませる。

・調べ学習
・発表

【知識・技能】
　国民の健康課題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
現大社会の様々な健康課題について理解し、
その解決に向けて思考・判断・表現できるよ
うにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（ １ 学年用）  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】

義務教育の知識を再確認し 、 表現する ための技
術を身につける 。

音楽を楽し み、 自分の世界を表現でき る よ う に
する 。

MOUSA１

0

個人の能力に応じ 、 音楽を色々な楽器、 歌、 鑑賞等で表現でき る よ う にする 。

人生において音楽を愛し 、 豊かな人生を送る 。

音楽Ⅰ

思 態

芸術 音楽Ⅰ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容

表現

鑑
賞

評価規準

１ ） 楽典： ト 音　 ヘ音
２ ） 聴音
　 　 ・ ド ～ソ
　 　 ・ ４ 分の４ 拍子
　 　 ・ ４ 分の３ 拍子を 使用し て
　 　 音の聞き 取り を楽譜にする
３ ） リ ズム； 音符、 休符等を 使用
し 、 12, 4, 3, 2拍子の習得
４ ） 歌唱・ 校歌
５ ） 習得 ○ 〇 〇 ○

知

１ ） 楽典→ノ ート 点検
２ ） 聴音→ノ ート 点検
基本的なこ と が理解でき ている か。

３ ） リ ズム→実技テス ト
棒の長さ や向き 、 書き 方、 拍子の表し 方等、
基本が理解でき ている か。
４ ） 歌唱→実技テス ト
５ ） 琴→実技テス ト
自分の持つ力を発揮でき たか。

○ ○ ○

○○○

１ ） 楽典→ノ ート 点検
２ ） 聴音→ノ ート 点検
基本的なこ と が理解でき ている か。

３ ） リ ズム→実技テス ト
棒の長さ や向き 、 書き 方、 拍子の表し 方等、
基本が理解でき ている か。
４ ） 歌唱→実技テス ト
５ ） ピアノ →実技テス ト
自分の持つ力を発揮でき たか。

○

20

合
計
70

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】

○

１ ） 楽典→ノ ート 点検
２ ） 聴音→ノ ート 点検
基本的なこ と が理解でき ている か。

３ ） リ ズム→実技テス ト
棒の長さ や向き 、 書き 方、 拍子の表し 方等、
基本が理解でき ている か。
４ ） 歌唱→実技テス ト
５ ） ギタ ー→実技テス ト
自分の持つ力を発揮でき たか。

○ ○ ○ 26

24

１ ） 楽典： 音楽上必要な諸記号の
説明と 理解
２ ） 聴音
　 　 ・ ド ～ソ
　 　 ・ ４ 分の２ 拍子
　 　 ・ ４ 分の５ 拍子を 使用し て
　 　 音の聞き 取り を楽譜にする
３ ） リ ズム； 音符、 タ イ 等を 使用
し 、 12, 4, 3, 2拍子の習得
４ ） 歌唱： 混声三部合唱
５ ） 習得

○ 〇 〇

音楽に関する 諸記号を理解し 、 表現をする ための知識や技術を身につける 。

音楽Ⅰ

１ ） 楽典
２ ） 聴音

３ ） リ ズム

４ ） 歌唱
５ ） ピアノ

２
学
期

１ ） 楽典
２ ） 聴音

３ ） リ ズム

４ ） 歌唱
５ ） ギタ ー

○ 〇

１ ） 楽典： ３ 和音・ コ ード
２ ） 聴音： ８ 分の６ 拍子
　 　 　 　 　 ８ 分の３ 拍子

３ ） リ ズム： シンコ ペーショ ン

４ ） 歌唱： 混声３ 部合唱
５ ） 習得

３
学
期

芸術

〇

【 学びに向かう 力、 人間性等】

色々な生徒の発表を聴く こ と によ って、 多様性
を音楽を通し て学ぶ。

配
当
時
数

１
学
期

１ ） 楽典
２ ） 聴音

３ ） リ ズム

４ ） 歌唱
５ ） 琴



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けている。

美術Ⅰ芸術

〇 〇

・モダンテクニック

２
学
期

・平面構成 ・９つの四角マスに、定規やコン
パスで、自由に平面構成する創作
学習、鉛筆で下書き
・下書きに着色し、さまざまな平
面構成の画面作りを学ぶ
・着彩は丁寧に、１マスごとに調
和を確認しながら仕上げる

・人物画
・クローキー
・ログハウス制作

・７頭身の人体各部の長さを、人
物画のプリントから学び、理想の
自分の未来像と、異性を描写
・人物の動きを、素早く描写して
とらえる
・理想の家のイメージで、下絵を
描写

・モダンテクニックの種類を学
び、作品として活かされた絵本を
紹介。鑑賞

３
学
期

・ログハウス制作
・鑑賞

・下絵制作。ログハウスキット以
外に必要なウッドチップを、教室
の材料箱から選択。適切な大きさ
に切って、調節。
・ハウス全体のバランスを見て、
理想の家にできたか確認し、仕上
げる。

【 知　識　及　び　技　能 】

10

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇 〇 〇 10

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇

〇

8

・ポスターを描く ・ポスターとして効果的な色彩を
考えて、着彩
・文字と絵が調和し、それぞれに
活かされた着彩を試みる
・レタリングの形や色が、美し
く、全体に調和しているか確認す
る

・色彩学習 ・寒色と暖色で、それぞれに着彩
して仕上げるデザインプリントの
学習
・軽い色と重い色のイメージで、
それぞれに着彩して仕上げるデザ
インプリントの学習

〇

〇 〇 6

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

10

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇 〇 〇

6

合
計

70

・ポスターを描く
・鑑賞

〇 〇

〇 〇

・画面全体を効果的に調和させ、
仕上げへ向かう
・課題の鉛筆デッサンの振り返り
と、作品の鑑賞で、デッサンの見
方を深める

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇 〇

配
当
時
数

１
学
期

・オリエンテーション
・ポスターを描く

・教科書
・ポスターの下絵作りの説明
・ポスターの下絵作り
・レタリングした文字と、絵の組
み合わせを画用紙に描画 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇 10

美術への関心・意欲・態度：課題作品
発想や構想の能力：課題作品
創造的な技能：課題作品

〇 〇 〇

10

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について
理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法

を創意工夫し，創造的に表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，
美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造
的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりし
ている。

日文・高校生の美術Ⅰ

芸術

 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができている。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培おうとしている。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に，感性を高め，美術文化 に親しみ，心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養おうとして
いる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度(１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 1 学年 AH 組～ BE 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

書道Ⅰ芸術

 単元…楷書・『九成宮醴泉銘』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（２，４，６
字書き用）。
・『九成宮醴泉銘』と背勢。
・欧陽詢と『補江総白猿伝』。

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質を理解すると共に、意図に基づいて表現するための知識や技術を身に付けるよ
うにする。

3

 単元…楷書・『孔子廟堂碑』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（１６分割
法）。
・『孔子廟堂碑』と向勢。
・虞世南と「天下の孤本」（拓
本）。

○

○ 4

【知識及び技能】
・基本点画（起筆）を正しく書いている。
・基本点画（収筆）を正しく書いている。
【思考力、判断力、表現力等】
・背勢を理解し、適切に表現している。
・分間布白を理解し、適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・古典の背景を理解しようとしている（教科
書やノートにメモをとるようにしている。）

○ ○

○ ○

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（２，４，６
字書き用）。
・『雁塔聖教序』と俯仰法。
・褚遂良と玄奘三蔵法師。

○ ○

【知識及び技能】
・俯仰法の起筆を書き分けられている。
・抑揚のある軽快な筆使いができる。
【思考力、判断力、表現力等】・蔵鋒と露鋒
が区別できる。・余白の美を表現しようとし
ている。　　　　　　　　【学びに向かう
力、人間性等】・実技のための準備をして授
業に臨んでいる。・古典の背景を理解しよう
としている（教科書やノートにメモをとるよ
うにしている。）

○ ○○

配

当

時

数

１
学
期

 単元…概説と導入
【知識及び技能】
　用具用材の使用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な執筆法や用具を選択して
いる
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

・中学校書写の復習と確認。
・用具・用材の使用法。
・漢字の成立と変遷。
・古典の学習法と拓本。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○

【知識及び技能】
・基本点画（起筆）を正しく書いている。
・基本点画（収筆）を正しく書いている。
【思考力、判断力、表現力等】
・向勢を理解し、適切に表現している。
・文字の左右の大きさの違いや粗密を理解
し、適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・古典の背景を理解しようとしている（教科
書やノートにメモをとるようにしている。）

○ 4

【知識及び技能】
・用具用材の名称と使い方を理解している。
・筆を正しい執筆法で持っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・紙のサイズを判断して紙を折り、適切な大
きさで書くことが出来る。
・文字を整えて書けるように工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・教科書やノートにメモをとるようにしてい
る。

○ ○ ○

4

 単元…楷書・『雁塔聖教序』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

芸術 書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

小中学校国語科書写を基礎として書写能力の向
上を図り、鑑賞能力や伝統文化への理解を深め
る。更に書表現の方法や形式、多様性について
理解し、基礎的な技能を身に付けるようにす
る。

書に親しみ、幅広い学習活動を通して、自ら
思考・判断することで、書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書美の味わいを感受できる
ようにする。

『書道Ⅰ』　東京書籍　（２｜東書｜書Ⅰ７０１）

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさやや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育み、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造する態度を養い、豊か
な情操を培う。

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

書に親しみ、幅広い学習活動を通して、主体
的・継続的に学びに向かう姿勢を養い、生涯
にわたり書を愛好する心情を育てる。

 単元…楷書・『自書告身』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（２，４，６
字書き用）。
・『自書告身』の顔法と明朝体。
・顔真卿と安史の乱。
・明の大船団派遣と世界四大発
明。　　・マルコポーロのみた｢万
安橋記｣ ○ ○

【知識及び技能】
・蚕頭燕美の｢はね｣を正しく書ける。
・蚕頭燕尾の｢右払い｣を正しく書ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・横画を細く縦画が太い力強い表現をしてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　・抑
揚の差が激しい文字をバランス良く半紙に表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・古典の背景を理解しようとしている（教科
書やノートにメモをとるようにしている。）

○ ○ ○ 4

  単元…楷書・『牛橛造像記』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（２，４，６
字書き用）。
・『牛橛造像記』と方勢。
・方勢と円勢。
・側筆と直筆。
・『鄭羲下碑』と円勢。 ○ ○

【知識及び技能】
・方筆を理解し、直線的で右上がりに書け
る。
・方筆を理解し、多彩な点画を書ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・方勢と円勢の違いを理解し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・古典の背景を理解しようとしている（教科
書やノートにメモをとるようにしている。）

○ ○ ○ 4

○ 4

 単元…漢字の書・楷書の導入
【知識及び技能】
　臨書の意義を理解し、実践でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　落款を正しく理解し書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　臨書をもとに氏名の筆書きにも
挑戦してみる。

・古典の中にみられる基本点画を
練習。
・形臨、背臨、意臨。
・範書を参考に氏名を書く。

○ ○ ○

【知識及び技能】
・基本点画（起筆）を正しく書いている。
・基本点画（収筆）を正しく書いている。
【思考力、判断力、表現力等】
・紙のサイズを判断して紙を折り、適切な大
きさで書くことが出来る。
・形臨、背臨、意臨を区別している。
【学びに向かう力、人間性等】
・用具を正しく準備している。
・教科書やノートにメモをとるようにしてい
る。

○ ○



２
学
期

4

4

・基本点画の確認と復習。
・半紙の折り方など（行立て
用）。　・細字の執筆法。
・細字を書く際の墨の工夫。
・常用漢字、旧字体、書写体、異
体字など。

○ ○

【知識及び技能】
・小筆の執筆法を理解し、正確に基本点画
(起筆・収筆など)を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・均等に文字を行に配置したり、文字の大き
さを揃えるための工夫や準備をし、正確な表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・小筆の正しい使い方、洗い方、保存法を実
践している。
・細字を書く上での適切な紙の準備をしてい
る。

○ ○ ○ 4

  単元…楷書・『隅寺心経』
【知識及び技能】
　楷書の古典を正確に臨書し、そ
の背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典を比較し、その特性
を理解して表現、臨書している。
【学びに向かう力、人間性等】
　実技のための準備をして授業に
臨んでいる。メモをとるようにし
ている。

 単元…行書・蘭亭序
【知識及び技能】
　行書の成り立ちを理解し、古典
を正確に臨書することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　行書の特徴を理解して、判読し
正確に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行書を書くための用具用材を準
備し、適切な速度と正確性を保っ
て書くことで全臨する。

・行書の基本点画練習。
・『蘭亭序』の全臨。
・半紙６字書きでの全臨。
・補助教材の使用（拡大手本蘭亭
序）

○ ○

【知識及び技能】
・行書で半紙に６文字書きができる。
・点画を連続させて書いたり、曲線的に書く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆順が変わることを理解している。
・点画が変化したり、省略されたりすること
を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字の意味を理解して書こうとしている。
・墨継ぎの回数や抑揚を守って書こうとして
いる。

○ ○ ○ 4

 単元…行書・風信帖
【知識及び技能】
　行書の成り立ちを理解し、古典
を正確に臨書することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　行書の特徴を理解して、判読し
正確に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行書を書くための用具用材を準
備し、適切な速度と正確性を保っ
て書こうとしている。

・行書の基本点画練習。
・半紙６字書きでの形臨。
・三筆と三蹟について。

○ ○

【知識及び技能】
・線の太細の変化を表限できる。
・文字と文字を連続させて書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・字形と筆順により、点画が省略されること
を理解している。
・文字の重心が低く安定して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字の意味を理解して書こうとしている。
・
墨継ぎの回数や抑揚を守って書こうとしてい
る。

○ ○ ○ 4

 単元…行書・争坐位文稿
【知識及び技能】
　行書の成り立ちを理解し、古典
を正確に臨書することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　行書の特徴を理解して、判読し
正確に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行書を書くための用具用材を準
備し、適切な速度と正確性を保っ
て書こうとしている。

・行書の基本点画練習。
・半紙２文字書きでの形臨。
・『蘭亭序』と『争坐位文稿』の
比較。
・顔真卿の生涯と明朝体。

○ ○

【知識及び技能】
・筆圧の変化で線に抑揚を付けることができ
る。　・空間をゆったりと空けて曲線を描く
ように運筆できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・向勢を理解して表現をできる。
・蔵鋒を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・『蘭亭序』と比較して表現しようとしてい
る。
・旧字体を理解して読もうとしている。

○ ○ ○ 4

○

【知識及び技能】
・仮名用の用具の使い方を理解している。
・仮名の基本点画を正しく書くことができ
る。　　　　　　　　　　　　　　【思考
力、判断力、表現力等】　　　　　　　　・
紙に対して適切なサイズで書くことができ
る。
・適切な墨の濃度に加減して書くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名用の小筆を正しく扱い、片付けてい
る。　・仮名で表現された短歌などにも興味
を持つことができる。

 単元…仮名の書・平仮名
【知識及び技能】
　仮名の用具用材を理解し、基本
的な仮名の線を書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　平仮名の結体を考え、判別し適
切な表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　古典かなを通して現代平仮名や
短歌に等にも興味をもち、表現を
工夫しようとする。

・紙の折り方(48マス)
・小筆による細字練習。

○

【知識及び技能】
・仮名の基本点画を正しく書くことができ
る。　・平仮名の外形特徴を理解して書いて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・紙に対して適切なサイズで書くことができ
る。　・元となった漢字からより適切な結び
を使い分けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名用の小筆を正しく扱い、片付けてい
る。　　　　　　　　　　・仮名で表現され
た短歌などにも興味を持つことができる。

 単元…仮名の書・古典かなへの導
入。
【知識及び技能】
　仮名の用具用材を理解し、基本
的な仮名の線を書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　墨の濃度、紙の種類などを工夫
し、様々な仮名の表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　古典かなを通して現代平仮名や
短歌に等にも興味をもち、表現を
工夫しようとする。

・仮名の基本線練習。
・料紙の紹介、作成。
・磨墨体験。
・用具清掃。

○ ○ 4

 単元…漢字の書、行書への導入
【知識及び技能】
　行書の成り立ちを理解し、古典
を正確に臨書することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　行書の特徴を理解して、判読し
正確に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行書を書くための用具用材を準
備し、適切な速度と正確性を保っ
て書こうとしている。

・行書の基本点画練習。
・半紙２文字書きによる古典臨
書。　　　　　　　・範書を参考
に行書の氏名練習。

○ ○

【知識及び技能】
・行書の特徴を理解している
・点画を連続させて書いたり、曲線的に書く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆順が変わることを理解している。
・点画が変化したり、省略されたりすること
を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字の意味を理解して書こうとしている。
・墨継ぎの回数や抑揚を守って書こうとして
いる。

○



○

【知識及び技能】
・４種類の連綿を理解している。
・２文字ずつ連綿で書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・前後の文字によって４種類の連綿を使い分
けて表限できる。
・何文字まで連綿するか、考えて工夫してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・単体仮名の書き方とは異なる表現をしよう
としている。
・平仮名と変体仮名を組み合わせ連綿してい
る。

3

 単元…漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
　これまでに学んだ仮名の知識を
もとに漢字と仮名をバランス良く
交えて書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　古典を生かし様々な表現ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な表現を比べて文の内容に
相応しい表現を探している。

漢字と仮名の混じった詩文を選択
する、もしくは作る。文字の展
開、行の構成を考え、工夫して草
稿を作る。

○ ○

【知識及び技能】
・平仮名、変体仮名を読み、理解出来る。
・仮名を適切な大きさや外形を理解し草稿を
作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・これまでに学んだ漢字の古典を活かしてい
る。
・漢字と調和のとれた仮名を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・幾つかの表現を比較してより効果的な表現
を模索している。
・鑑賞ためのの言葉の語彙を増やそうとして
いる。

３
学
期

70

3

3

【知識及び技能】
・流暢な連綿線で臨書することができる。
・墨継ぎ箇所まで理解して臨書している。
【思考力、判断力、表現力等】
・適切な墨の濃度に加減して書くことができ
る。
・書かれている内容まで理解して臨書してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・文字サイズまで正確に臨書している。
・料紙など文字以外の美についても鑑賞しよ
うとしている。

3

  単元…漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
　用具用材の知識や線質の変化に
よて、漢字と仮名をバランス良く
書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　用具用材や線質に適した紙面構
成を工夫し、表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な表現を比べて文の内容に
相応しい表現を探そうとしてい
る。

・継ぎ紙の技法をもって料紙を作
る。
・色紙の形式に則って散らし書き
をする。
・古筆の技法を活かして創作をす
る。

○ ○

【知識及び技能】
・漢字と調和のとれた仮名を工夫して、書く
ことができる。
・用具用材、線質、構成まで工夫している。
【思考力、判断力、表現力等】
・これまでに学んだ漢字の古典を活かしてい
る。　　　・漢字と調和のとれた仮名を工夫
している。・用具用材にも注意を払って幅広
い表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・幾つかの表現を比較してより効果的な表現
を模索している。
・鑑賞ためのの言葉の語彙を増やそうとして
いる。

 単元…仮名の書・古典かなの臨
書。【知識及び技能】
　基本的な仮名の線を用いて古典
仮名を正確に臨書することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　連綿を用いて書かれた古典を正
確に理解し、表現を工夫出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
　古典かなの美を理解・鑑賞し、
表現に活かそうとしている。

これまでに習得してきた仮名の線
質、仮名の外形、変体仮名、連綿
をもとにして古典を臨書する。
「蓬莱切」「高野切」「三色紙」
など。

○

 単元…仮名の書・連綿
【知識及び技能】
　４種類の連綿を理解し、実際に
連綿を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　前後の文字によって４種類の連
綿を使い分けて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　文節や単語を意識しながら効果
的に連綿を表現しようとしてい
る。

・連綿の形式を４種類に分類し、
提示された課題を連綿でかく。
・２文字の連綿を見て、４種のう
ちどの連綿に属するかを判断す
る。　　　・６文字以上（例…や
まのいろり）の文字を自身で連綿
してみる。

3

 単元…仮名の書・変体仮名
【知識及び技能】
　仮名の用具用材を理解し、基本
的な仮名の線を書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
変体仮名の成り立ちを理解・判別
し、判別し適切な表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　変体仮名を学ぶことで古典文学
などを判読しやすくなり、幅広い
表現を理解しようとしている。

・紙の折り方(48マス)
・小筆による細字練習。
・教科書の用例より選択して各自
得意なものを書く。

○

【知識及び技能】
・仮名の基本点画を正しく書くことができ
る。　・変体仮名の外形特徴を理解して書い
ている。　　　　　　　　　　　　　　【思
考力、判断力、表現力等】
・紙に対して適切なサイズで書くことができ
る。　・基本的な変体仮名を判読することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名用の小筆を正しく扱い、片付けてい
る。　　　　　　　　　　・仮名で表現され
た短歌などにも興味を持つことができる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 H 組～ E 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

働くことの意義 講演会を開催し、はたらくことの意
義について考える。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

3

グローバル化が進展する
社会に生き

・講演会を開催し、グローバル化に
ついて考える。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

3

合計

35

8

お金の意義について考え 講演会を開催し、お金の意義につい
て考える。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

１
学
期

自然と人間の関わり
・校外学習
・講演会

３
学
期

科学技術の先に…
生命倫理を考える

講演会を開催し、生命理論について
考える。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

２
学
期

人生とワーク・ライフ 講演会を開催し、人生とワークライ
フについて考える。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

・郊外学習により自然に触れ、生態
系について考える
・講師を招いての講演会により、自
然の多様性ついて学ぶ

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

○ ○

6

○ ○ ○ 6

予測できない社会の変化や新しい課題に対応するた
め、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択するこ
とができるよう、自己と社会との関わりから課題を
見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面的・
多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

演習や体験活動に主体的「・協働的に取り組むこと
によって、人間としての在り方生き方に対する自覚
を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員である
ことを自覚し、よりよい社会を実現し
ようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

3

学ぶことの意義 １人１台端末の活用により、学びの
機会をより多角的に行う。

授業態度・ワークシート・出席点等で総合的に
評価する。

○ ○ ○ 6

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】価値の理解を深める学習、選択・行動に関する能力を育成する。
判断基準（価値観）を高めることで、社会的現実に照らし、よりよい生き方を主体的に選択し行動する力
を育成する。
体験活動などを通して、道徳性を養う。

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人間と社会 人間と社会
人間と社会 人間と社会 1


